
 

令和８年５月 

 河内長野市立三日市小学校 

 保護者の皆様へ   

                                   河内長野市立三日市小学校 

                                   校 長  小 滝 孝 文 

 

気象に関する警報等が発令された時の対応について 
令和８年５月２９日より、国において防災気象情報が変更になります。本校においても警報発令時の対

応を一部変更いたします。 

 つきましては、下記の内容をご確認いただき、児童の安全確保にご協力をお願いいたします。なお、右

記の『大規模地震発生時(震度５弱以上)の対応について』は、変更がないことを申し添えます。 

 

記 

◎大阪府(全域)、大阪府南部(全域)、南河内(全域)、河内長野市に、警戒レベル３相当以上の河川氾

濫、大雨、土砂災害警報や、または暴風警報が発令された場合。 

◎校区内に土砂災害等の発生の可能性による避難指示が出されている場合 

 

 
登校前の場合 
午前 7時現在で上記の場合は、登校を控え自宅待機 

午前 9時 30分現在で解除されない場合は臨時休校 

※ 9時 30分までに解除された場合は、通学路の安全を確認のうえ登校。 

なお、警戒レベル３相当以上の警報が発令されていなくても、風雨が強く登校に危険を感じられる場合

は、登校を見合わせ、学校まで御連絡下さい。 

 

登校後の場合 
原則として、学校で待機し警報等が解除された後、安全を確認のうえ帰宅させます。ただし、警報等が

解除される前でも、状況によっては下校させることもあります。その際は、「tetoru」にて連絡します（不

在が多いご家庭は、お子さんを隣近所で預かっていただけるよう平素からお願いをしておいてください）。 

また、通常の下校時刻までに警報等が解除されず、危険な状況が続く場合は学校まで迎えに来ていただ

きますようお願いいたします。その際も、「tetoru」にて連絡いたします。 

 

その他 
警報等に伴う給食の停止について 

警戒レベル４以上の警報・暴風警報・避難指示が午前７時の段階で発令されている場合、給食センターがス

トップします。よって給食の提供はありません。そのため、9 時 30 分までに解除された場合でも、４時

間目終了(12:20)後に下校します。 

（※警戒レベル３の河川氾濫、大雨、土砂災害警報の場合、給食はありますのでお間違えのないようにお願

いします） 

増水時の注意事項 

平和橋から小塩の道路が通行禁止となる場合があります。その場合は、自宅へ引き返すよう、ご家庭で

も事前のご指導をお願いします。 

警報等発令時の過ごし方について 

自宅待機及び臨時休校の際は、安全のため外出させないよう十分ご注意ください。 



 

大規模地震発生時(震度５弱以上)の対応について 

 

《《《《《《《 大規模地震発生時(河内長野市で震度５弱以上)の対応について 》》》》》》》 

登校前（自宅を出る前） 

河内長野市において、前日の 17 時以降自宅を出る前までに「震度５弱以上」の地震が発生した場合、学

校は臨時休校とします。 

通学路や学校に危険がなく授業ができる状況にある場合は、休校日の翌日より授業を行います。 

 

登校・下校中の場合（自宅から学校までの間） 

もし、登下校中に地震が起きた場合は、原則として帰宅させます。ただし、学校に近い場合、または危険

が伴い自宅に帰れない場合は学校に登校し、保護者の迎えを待ちます。 

 

在校中（学校にいる時） 

授業を打ち切ります。学校まで保護者の方に迎えに来ていただきます。 

 

 

《《《《《《《《 地震発生時(河内長野市で震度４以下)の対応について 》》》》》》》》 

「震度４以下」の地震が発生した場合は、近辺の安全を確認いただいた後、通常通り登校させてください。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

給食について 

被害の状況によっては、給食を実施できないこともあります。その場合、授業は午前中とし、授業終了後

に下校させます。 

 

お願い 

◎家庭に連絡がつかない場合がありますので、緊急時の連絡先や下校先を担任に個人カード等で連絡して

おいてください。 

◎大規模地震発生前後は余震もあります。児童を屋外で遊ばせないよう十分ご注意ください。 

◎家庭におかれましても、日頃より緊急時の下校先や避難先について十分に話し合っておいてください。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

★これらの対応は、あくまでも原則であり、緊急時には円滑に対応できないことが予想されます。その場合、

学校としては児童の安全を最優先に対応しますので、ご理解よろしくお願いします。 

 


